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別紙様式１ 
学校法人芝浦工業大学 芝浦工業大学柏中学高等学校 基礎枠 

指定第Ⅲ期目 06～10 

❶令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 ① 研究開発課題  

世界に新たな価値を創造する理工系人材を中高大連携を通して育成するプログラムの開発 

 ② 研究開発の概要  
将来、世界に新たな価値を創造する理工系人材となるために必要な資質・能力として SS コンピテ

ンシー（23 ページ）を定義し、その伸長を促進するために以下の３つの目標を設定した。それぞれ

の目標に応じたタスクの実践、評価を進める。 
１. 課題研究（探究活動）を軸とする正課のカリキュラムの改善と実践 
∙  課題研究に取り組む学校設定科目 SSⅠ・Ⅱ・Ⅲの開発 
∙  総合的な学習の時間の改善 
∙  理数系科目を中心とする通常の教科の授業改善 

２. 大学や研究機関・企業との効果的な連携・接続による正課内外の教育プログラムの開発と実践 
∙  芝浦工業大学と連携した学校設定科目 SS アドバンストの開発 
∙  SSⅠ・Ⅱ・Ⅲと接続するサイエンス研究会の活性化 
∙  海外と連携した SS グローバル講座の開発 
∙  新たな知見と研究の可能性を見出す SS キャリア開発講座の開発 

３. 生徒の資質・能力の伸長を検証する方法の開発と実践 
∙  質問紙調査法の開発・実施 

∙  ルーブリック評価法の改善・実施 

 ③ 令和６年度実施規模  
（生徒数は令和６年５月１日現在の数） 

課程（全日制 普通科） 

 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

高等学校 305 8 295 7 322 8 922 23 全校生徒を対象とする。 

（内理系） - - 220 6 238 6 458 12 

中学校 188 5 191 5 194 5 573 15 全校生徒を対象とする。 

〇時間割上の１コマの時間：50 分 
 

 ④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 

目標１～３に対応させた３つの仮説を設定する。 

仮説１ 全生徒必修の総学（中学）、「SS」（高校）の改善と実践、理数系科目を中心とする通常の

教科の授業改善を推進することで SS コンピテンシーの育成が図られる。 

仮説２ 芝浦工業大学との接続科目である SS アドバンストや正課の課題研究を一段深める課外活動

であるサイエンス研究会、国内外の大学や研究機関、企業と連携した SS キャリア開発講座

・SS グローバル講座を開発・実践することで、SS コンピテンシーの更なる育成が図られる。

また、高校在学中より興味関心や進路意識と結びつく学習機会を得ることは、理工系人材と

してのキャリア形成に大いに寄与すると考えられる。 
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仮説３ 第Ⅲ期のプログラムを通した生徒の SS コンピテンシーの伸長に関して、多角的な視点で検

証する方法を開発・実践することで、プログラム全体の更なる改善を図り、理工系人材（科

学技術人材）育成に資する客観的な評価指標・データを普及させることが可能となる。 

テーマ１（目標１）課題研究（探究活動）を軸とする正課のカリキュラムの改善と実践 

第１年次 

研究開発の仮説の実証に必要な教育課程の改編を中学、高校の第１学年から年次進

行で実施する。また、次年度の中学、高校第２学年のプログラム実施に備えて研究

開発に取り組む。 
（１）中１の総合的な学習の時間と高１の SSⅠの授業開発 
（２）理数系科目を中心とする、SS コンピテンシーの育成を促進する各教科の授業改善 
（３）サイエンス研究会の新設 （４）全校探究発表会の開催 
（５）各教科における校内授業研究会、探究指導力向上のための校内研修会の実施 
（６）公開研究授業の実施 
（７）探究指導力向上のための先進校視察・外部研修・外部発表会への参加 
（８）中２の総合的な学習の時間と高２の SSⅡの授業開発 

第２年次 

第１年次の様々な評価検証を踏まえて、（１）～（８）の実践・改善を図る。また、

中学、高校第３学年のプログラム実施に備えて研究開発に取り組む。 
（９）中３の総合的な学習の時間、高３の SSⅢの授業開発 
（10）課題研究の成果発表の場を求めている中２、高２の他校生徒を招待し、本校

の中２、高２の生徒とお互いに発表を通じて交流する探究 Day の開催（10 月） 

第３年次 第２年次の様々な評価検証を踏まえて、（１）～（10）の実践・改善を図る。 
（11）探究指導力向上のための公開研修会の実施 

第４年次 

第３年次の中間評価を含む様々な評価検証を踏まえて、（１）～（11）の実施・改

善を図る。 
（12）高校からの入学生の SSⅠの授業に TT として探究科の教員を配属（主担当は

担任） 

第５年次 第４年次の様々な評価検証を踏まえて、（１）～（12）の実施・改善を図る。５年

間の研究開発の成果・課題を明確にし、仮説を検証する。 

テーマ２（目標２） 

大学や研究機関・企業との効果的な連携・接続による正課内外の教育プログラムの開発と実践 

第１年次 
（１）第３年次から始まる SS アドバンストに向けた準備と実践 
（２）サイエンス研究会の運営（３）SS グローバル講座に関する研究開発とその実施 
（４）SS キャリア開発講座に関する研究開発とその実施（５）全校探究発表会の開催 

第２年次 

第１年次の様々な評価検証を踏まえて、（１）～（５）の実施・改善を図る。また、

高校第３学年のプログラム実施に備えて研究開発に取り組む。 
（６）高３の SS アドバンストのカリキュラム開発 
（７）探究 Day の開催（10 月） 
（８）SS グローバル講座と SS キャリア開発講座の学校設定科目化への準備 

第３年次 第２年次の様々な評価検証を踏まえて、（１）～（８）の実施・改善を図る。 

第４年次 第３年次の中間評価を含む様々な評価検証を踏まえて、（１）～（８）の実施・改

善を図る。 

第５年次 第４年次の様々な評価検証を踏まえて、（１）～（８）の実施・改善を図る。５年

間の研究開発の成果・課題を明確にし、仮説を検証する。 

テーマ３（目標３）生徒の資質・能力の伸長を検証する方法の開発と実践 

第１年次 

（１）中１～高３の全生徒に質問紙調査を年間２回（４月・10 月）実施 
（２）ルーブリックによる自己評価・他者評価を７月・２月に SSⅠで実施 
（３）科学技術コンテスト等への参加人数の調査、及び受賞数の調査 
（４）目標２の各タスクに対する参加希望者数の調査 
（５）SS キャリア開発講座、SS グローバル講座参加者に対するアンケートの分析 
（６）英語での研究発表数の調査（７）大学入学者の選抜形態の調査 



 

3 
 

第２年次 
第１年次に引き続き（１）～（７）を実施する。 
（８）ルーブリックによる自己評価・他者評価を７月・２月に中２で実施 
（９）卒業時アンケートによる自らのキャリアについての調査 

第３年次 

第２年次に引き続き（１）～（９）を実施する。 
（10）卒業後（３年、５年）アンケートによる卒業生の追跡調査実施 
（11）年度別、学年別、項目別のデータの分析を行い、中間評価を踏まえて質問紙

とルーブリックの項目の見直しを検討 
第４年次 第３年次に引き続き（１）～（11）を実施する。 

第５年次 第４年次に引き続き（１）～（11）を実施する。 

○教育課程上の特例 

学科・ 

コース 

開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 
対 象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

普 

通 

科 

SS・SSⅠ 2 
情報・情報Ⅰ 

総合的な探究の時間 

1 
1 

第１学年全員 

理科・SS 化学基礎 2 理科・化学基礎 2 

第１学年全員 
理科・SS 物理基礎 2 理科・物理基礎 2 
理科・SS 生物基礎 2 理科・生物基礎 2 
国語・SS 現代の国語 2 国語・現代の国語 2 

○令和６年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

（SSH に関連する教科・科目のうち課題研究に関するもの） 

令和４・５年度入学生（令和６年度２・３年生） 

学科・ 

コース 
高校第１学年 高校第２学年  高校第３学年 

対 象 教科・科目

名 

単位

数 

教科・科目

名 

単位

数 

教科・科目

名 

単位

数 

普通科 
SS・GSⅠ 2 SS・GSⅡ 2  

 選抜クラス（GS クラス）

在籍者全員 

SS・SSⅠ 1 SS・SSⅡ 1 SS・SSⅢ 1 第１・２・３学年選択 

令和４年度入学生から、第３学年に課題研究継続を希望する生徒を対象とする学校設定科目 SS
Ⅲを新設 

令和６年度入学生以降 

学科・ 

コース 
高校第１学年 高校第２学年  高校第３学年 

対 象 教科・科目

名 

単位

数 

教科・科目

名 

単位

数 

教科・科目

名 

単位

数 

普通科 

SS・SSⅠ 2 SS・SSⅡ 2 SS・SSⅢ 1 全生徒 

    
SS・SS アド

バンスト 
2 第３学年選択 

GSⅠ・GSⅡを廃止し、代わって全生徒が３年間課題研究に取り組む SSⅠ・SSⅡ・SSⅢに統合・

再編 

令和６年度入学生から、芝浦工業大学進学者を対象とした SS アドバンストを新設 

（SSH に関連する教科・科目のうち通常の教科・科目の代替となるもの） 

○教育課程上の特例において列挙した、理科・SS 化学基礎、SS 物理基礎、SS 生物基礎や国語・SS

現代の国語の他、下表の２科目も該当する。 
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学科・ 

コース 

開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 
対 象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

普通科 

数学・SS 数学 A 3 数学・数学 A 2 
第１学年全員 英語・SS アカデミックライテ

ィング 
2 

英語・論理・表現

Ⅰ 

2 

○具体的な研究事項・活動内容 

目標１ 課題研究（探究活動）を軸とする正課のカリキュラムの改善と実践 

タスク A 課題研究に取り組む学校設定科目 SSⅠ・Ⅱ・Ⅲの開発 

（１）高校第１学年に新設した SSⅠを合計 30 名の教員で運営した。 
※担当教員の教科・科目バランスは 14 ページの表 12 を参照 

（２）SSⅠを２年間の課題研究の授業計画に沿って実施した。 

※具体的な授業内容は 10 ページの表１、表２、２年間の大まかなスケジュールは 14 ページの表

13 を参照 
（３）課題研究と「情報Ⅰ」の学習内容を有機的に結びつける授業を実践した。 

※具体的な授業内容は 11 ページの表３を参照 
（４）SSⅠの授業で研究倫理に関する講演会を実施し、高校 1 年生全員および担当教員が聴講した。 
（５）冬休みの課題としてAPRINの中等教育向けの研究倫理に関する教材を活用した課題を出した。 
（６）本校の課題研究おける生成 AI の利用に関する暫定的な利用ガイドラインを策定した。 

タスク B 「SS」への接続を意識した総合的な学習の時間の改善 

（７）中学第１学年の総合的な学習の時間を探究科教員６名と学年教員（中学第１学年の副担任）

４名を加えた計 10 名の教員で運営した。 
（８）中１では、生徒が自分の興味関心に基づいたテーマの中で、身近な疑問を調べ、その結果を

まとめる活動を行った。 
※具体的な授業内容は 11 ページの表４を参照 

（９）中１の全生徒が総合的な学習の時間で作成した作品を「図書館を使った調べる学習コンクー

ル」に応募した。 

タスク C 理数系科目を中心とする、SS コンピテンシーの育成を促進する通常の教科の授業改善 

（10）SS 物理基礎では授業内容の精選とスリム化を図り、レスキューロボットのセンサを活用した

高大連携プログラムを導入する準備を整えた。 
（11）SS 化学基礎では高校化学の教科書に紹介されていない「成分元素の検出・原子の発光スペク

トル」「イオン結晶(結晶多形)」「鉄の濃度分析」について、新たに実験の授業案を開発した。 
（12）SS 生物基礎では生徒にとって SSⅠの研究テーマになりうる生物を重点的に紹介した。 

※具体的な授業内容は 15 ページの表 16 を参照 
（13）SS 現代の国語では科学リテラシーや科学観、倫理観等の育成につながる教材を中心に用い、

グループワークや討論、発表、質疑応答を実施した。また、テキスト批評や相互添削の活動

も行った。 
（14）SS 数学 A では、事象を数理的に捉え、課題を発見することに重きをおきつつ、それを自立的、

協働的に解決する力を育むことを目標に授業改善を行った。 
※具体的な授業内容は 15 ページの表 17 を参照 

（15）SS アカデミックライティングでは、従来の論理・表現Ⅰの内容に加えて、ミニディベートや

ディベートに重点的に取り組んだ。 
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目標２ 大学や研究機関・企業との効果的な連携・接続による正課内外の教育プログラムの開発と実践 

タスク D 芝浦工業大学との連携による学校設定科目 SS アドバンストの開発 

（16）芝浦工業大学への進学を志望する生徒の中から、成績優秀な者を選抜した結果、高校３年生

10 名が SSCⅢプログラム（３年次より学校設定科目 SS アドバンスト）に参加した。 

※具体的な取組内容は 11 ページの表６を参照 

タスク E SSⅠ・Ⅱ・Ⅲとシームレスに接続するサイエンス研究会の活性化 

（17）高等学校に科学部や数学研究サークル、コンピューター部、現代史サークル、文芸サークル

を基盤としたサイエンス研究会が発足した。後期からは SSⅠのラボコースの生徒たちも加わ

った。 
（18）８月にサイエンス研究会所属の生徒が集い、文化活動発表交流会を開催した。 

タスク F 海外大学等と連携した SS グローバル講座（留学、共同研究・探究ツアー、大学説明会）の開発 

（19）海外留学総合説明会を生徒・保護者を対象に開催し、SS グローバル講座のすべてプログラム

について説明した。 
（20）夏期短期留学プログラムや高大接続短期留学プログラムを事前・事後学習と合わせて開発し、

実践した。 
（21）グローバル探究ツアー（令和６年度はアイスランド）を充実した事前学習とあわせて開発し

た。現在、参加生徒はすべての事前実習を修了し、ツアー出発を間近にしている（3/17～）。 
（22）長期留学・海外大学進学のための海外大学進学説明会を開催した。 
（23）本校生徒とベトナム FPT 高校の生徒で「環境」をテーマに Zoom を活用したオンライン共同

研究を 10 月から開始し、3 か月にわたり議論を重ねた。 
（24）１月に SSH ベトナム海外研修を実施し、２月に開催する SSH 生徒探究発表会に向けて最終打

ち合わせを対面で実施した。 
（25）共同研究の成果を SSH 生徒探究発表会で Zoom を活用しベトナム FPT の生徒と共同発表を行

った。 
（26）タイのキングモンクット工科大学トンブリ校から第 14 回 SCiUS フォーラムの招待を受け、

高校３年生が「生物学・バイオテクノロジー」と「環境科学・生学」の部門にエントリーし、

英語で研究発表を行った。 
（27）沖縄先端科学技術大学院大学（OIST）を会場に開催されたイノベーティブ・サイエンス・フ

ェスタ 2025 に高校２年生が参加し、英語で研究発表を行った。 
（28）千葉大学主催の第 26 回国際研究発表会に高校２年生が参加し、英語で発表を行った。 

※（19）～（28）の具体的な時期・取組内容は 12 ページの表８を参照 

タスク G 新たな知見と研究の可能性を見出すための SS キャリア開発講座の開発 

（29）教科等横断的なプログラムや大学・研究機関や企業の研究所などの見学会、研究者・技術者

の講演会、女子中高生の理系進路選択支援の取組など、多くのプログラムの開発、改善を行

った。 
※具体的な時期・取組内容は 13 ページの表９を参照 

（30）高校２年生が芝浦工業大学との連携による SBMC（芝浦ビジネスモデルコンペティション） 
Junior でアントレプレナーの取組の成果発表を行った。 

（31）工学系理系女子育成交流会では、「今回の特別テーマ」を設けるなど、過去に参加した生徒

にとっても魅力的に映る工夫を重ねながら実践した。 
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目標３ 生徒の資質・能力の伸長を検証する方法の開発と実践 

タスク H 質問紙調査法の開発・実施 

（32）育成すべき資質・能力として設定した SS コンピテンシーのうち「問題発見力」「問題解決力」

「自律的活動力」を測るための質問紙を作成した。 

（33）中１～高３の全生徒を対象に 10 月に質問紙調査を実施した。 

タスク I ルーブリック評価法の改善・実施 

（34）SSⅠで用いるルーブリックの評価項目が SS コンピテンシーの下位因子を紐づくように改善し

た。 
（35）SSⅠでルーブリックを活用した自己評価・相互評価を２回実施した。 

 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

目標１ 課題研究（探究活動）を軸とする正課のカリキュラムの改善と実践 

タスク A 課題研究に取り組む学校設定科目 SSⅠ・Ⅱ・Ⅲの開発 

（１）発展的探究プログラムにおけるラボコースの人数は 91 名に上り、昨年度の GSⅠ、SSⅠの理

系分野の人数 94 名に匹敵する人数を保つことができた。 
※詳細は 14 ページの表 14 を参照 

タスク B 「SS」への接続を意識した総合的な学習の時間の改善 

（２）中１の全生徒が応募した図書館を使った調べる学習コンクールで２名が入賞した。 
※詳細は 15 ページの表 15 を参照 

タスク C 理数系科目を中心とする、SS コンピテンシーの育成を促進する通常の教科の授業改善 

（３）SS 数学 A において３回のアンケート調査（4 月、10 月、2 月）を実施したところ、「数学の

授業で感動したことがあるか」という質問に対する肯定的な回答が増加した。 
（４）SS アカデミックライティングでは約９割の生徒が英語でのディベートの取組を肯定的に捉え

ている。また、Speaking 力だけでなく、思考力の向上にもつながったと多くの生徒は考えて

いる。 
※数値データは 15 ページの（データ１）を参照 

（５）授業改善の成果を校内研究授業や公開研究授業で発信・共有した。 
※11 ページの表５を参照 

目標２ 大学や研究機関・企業との効果的な連携・接続による正課内外の教育プログラムの開発と実践 

タスク D 芝浦工業大学との連携による学校設定科目 SS アドバンストの開発 

（６）柏高校での研究のための準備講座（学部学科調査、先行研究調査、研究における AI の活用、

研究計画立案と教員による面談）は後期からの研究に有用だったと考えられる。 
（７）後期から始まった高大連携課題研究によって様々な SS コンピテンシーが育まれたが、とりわ

け未知への好奇心と粘り強さが伸長したとほとんどの生徒が感じている。 
（８）すべての生徒が 2/15（土）の生徒探究発表会で高大連携課題研究の成果を聴衆に伝えること

ができたと感じている。 
※（６）～（８）に関する数値データは 16 ページの（データ２）を参照 
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タスク E SSⅠ・Ⅱ・Ⅲとシームレスに接続するサイエンス研究会の活性化 

（９）サイエンス研究会を発足したことにより、課外で課題研究に取り組むことができる生徒数が

令和５年度の 57 名から令和６年度は 137 名に劇的に増加した。 
※数値データは 17 ページの表 18 を参照 

（10）科学技術・理数系コンテストへの参加数、受賞数ともに令和５年度より増加した。 
※数値データは 17 ページの表 19、表 20 を参照 

（11）文化活動交流会を通じて昨年度までは交流がほとんどなかった５つの部活・サークルがお互

いの活動、研究に対して理解を深め、本校の文化活動の活性化につながった。 

タスク F 海外大学等と連携した SS グローバル講座（留学、共同研究・探究ツアー、大学説明会）の開発 

（12）夏期短期留学や高大接続短期留学、海外大学進学説明会、英語での発表を伴う取組（ベトナ

ム FPT 高校との共同研究、タイの SCiUS フォーラムなど）、グローバル探究ツアーの各プロ

グラムに多くの生徒・保護者が参加した。 
（13）英語での研究発表数が延べ 14 件に上った。 

※（12）、（13）に関する数値データは 18 ページの表 21 を参照 
（14）ベトナム FPT 高校との共同研究、ベトナム海外研修の事後アンケートによると、ほとんどの

生徒が海外の大学・大学院で研究することや英語で研究発表することへのモチベーションが

向上するだけにとどまらず、SS コンピテンシーの自律的活動力（未知への好奇心、粘り強さ、

社会に開かれた姿勢）も向上したと考えられる。 
※数値データは 19 ページの（データ３）を参照 

（15）イノベーティブ・サイエンス・フェスタ 2025 の事後アンケートによると、ほとんどの生徒が

海外の大学・大学院で研究することや英語で研究発表することへのモチベーションが向上し、

すべての生徒の SS コンピテンシーの自律的活動力（未知への好奇心、粘り強さ、社会に開か

れた姿勢）が向上したと考えられる。 
※数値データは 20 ページの（データ４）を参照 

タスク G 新たな知見と研究の可能性を見出すための SS キャリア開発講座の開発 

（16）アントレプレナーシップに関わるプログラムに延べ 28 名が参加した。 
（17）中学生・高校生のための SBMC Junior ビジネスモデル発表会・交流会で２チーム６名が受賞

し、ビジネスアイデア賞と特別賞を受賞した。 
（18）全国高校生ビジネスアイデアコンテスト マイナビキャリア甲子園 第 11 回大会では１チーム

２名が準決勝大会を経て Dynabook 企業代表に選出され、決勝大会（3/15、16）を控えている。 
（19）工学系理系女子育成交流会には 21 名が参加した。事後アンケートで満足度を調査したところ、

５件法による最高評価５の割合が 76.2%を占めるなど、非常に充実したプログラムとなった。 

① 大学入学者の選抜形態 

（20）今年度の総合型選抜と学校推薦型選抜（公募制）による大学合格者数は 55 名に上り、劇的に

増加した。 

※数値データは 20 ページの表 22 を参照 

② 成果の発信・普及のための取組 

（21）SSH 生徒探究発表会を学校関係者だけでなく、外部の教育関係者にも公開した。 
保護者の参加が 177 名、外部教育関係者の参加は 69 名に上った。 
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（22）５教科 14 名の教員が校内研究授業を担当し、授業研究会を開催した。 
※詳細は 20 ページの表 23 を参照 

（23）校内研修会を平均月１回程度のペースで定期的に開催した。 
※具体的な時期・取組内容は 20 ページの表 24 を参照 

（24）６教科 11 名の教員が公開研究授業（実験指導研修会）と研究討議を担当し、その後、意見交

換会を開催したところ、74 名の外部教育関係者に参加していただけた。 
※詳細は 21 ページの表 25、表 26 を参照 

（25）探究 workshop2024 今さら聞けない『探究のことはじめ』というテーマで公開研修会を開催し、

74 名の外部教育関係者に対面で参加していただけた。 
※詳細は 21 ページの表 27 を参照 

（26）探究的な学びにつながる教育実践を学会、大学等が主催する大会で本校教員が 14 件発表した。 
※詳細は 21 ページの表 28 を参照 

（27）探究的な学びにつながる教育実践を出版物への寄稿、イベントでの登壇などを通じて広く校

内外に発信した。 
※詳細は 22 ページの表 29 を参照 

（28）近隣の公立小学校で開催された校内研究会での算数における探究的な学びの単元づくりへの

指導・助言者として本校の教員が 11 月 22 日、12 月 2 日、12 月 13 日の三回にわたり参加し

た。 

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

目標１ 課題研究（探究活動）を軸とする正課のカリキュラムの改善と実践 

タスク A 課題研究に取り組む学校設定科目 SSⅠ・Ⅱ・Ⅲの開発 

（１）発展的探究プログラムの開始時期を今年度の 10 月より早める検討が必要 
（２）研究倫理に関する学びを学校全体で継続し、生徒と教員がともに理解を深めていくことが必

要 
（３）本校の課題研究おける生成 AI の利用に関する暫定的な利用ガイドラインを文部科学省の公表

する「初等中等教育段階における生成 AI の利活用に関するガイドライン」の改訂の動向に合

わせて適切に見直すことが必要 

タスク B 「SS」への接続を意識した総合的な学習の時間の改善 

（４）SS コンピテンシーの伸長を質問紙調査やルーブリック評価を活用して検証し、授業改善を図

ることが必要 

タスク C 理数系科目を中心とする、SS コンピテンシーの育成を促進する通常の教科の授業改善 

（５）SS 物理基礎、SS 化学基礎、SS 生物基礎では開発した実験が設定した目標の達成に資するも

のになっているかをアンケート、SSⅠの研究テーマ選び等で検証することが必要 
（６）SS 現代の国語では評価項目ごとにルーブリック評価、授業ごとの振り返りシート、論文・レ

ポート・発表内容等のパフォーマンス評価を組み合わせ、多角的な評価を行うことが必要。 
（７）SS 数学 A では、授業計画が設定目標の達成に資するものになっているかどうかをアンケート、

SSⅠの研究テーマ選び等で検証を続けていくことが必要 
（８）SS アカデミックライティングでは、論文の読み書きの指導にも力を入れていくことが必要 
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目標２ 大学や研究機関・企業との効果的な連携・接続による正課内外の教育プログラムの開発と実践 

タスク D 芝浦工業大学との連携による学校設定科目 SS アドバンストの開発 

（９）大学キャンパスの図書館などの施設を積極的に活用するように伝えることが必要 
※数値データは 17 ページの（データ２）の Q.4 を参照 

タスク E SSⅠ・Ⅱ・Ⅲとシームレスに接続するサイエンス研究会の活性化 

（10）科学技術・理数系コンテストなどへの参加を除くと、校内の閉じた活動となっているので、

取組に外部との交流を取り入れていくことが必要 

タスク F 海外大学等と連携した SS グローバル講座（留学、共同研究・探究ツアー、大学説明会）の開発 

（11）課外の生徒の自らのキャリアの方向性に合わせた取組を奨励するために学校設定科目化に向

けて準備を進めることが必要 

タスク G 新たな知見と研究の可能性を見出すための SS キャリア開発講座の開発 
（12）参加数の把握や事後アンケートの取組が不十分なプログラムの改善 

（13）課外の生徒の自らのキャリアの方向性に合わせた取組を奨励するために学校設定科目化に向

けて準備を進めることが必要 

目標３ 生徒の資質・能力の伸長を検証する方法の開発と実践 

タスク H 質問紙調査法の開発・実施 

（14）10 月に実施した質問紙調査の結果を初期値として、来年度以降は過年度の比較・同母集団の

平均値推移などの分析を通して、プログラム内容との関連を検討することが必要。検証や分

析の過程では、開発と同様に学外有識者の意見を仰ぎながら実施予定 

タスク I ルーブリック評価法の改善・実施 

（15）今年度のルーブリック評価の分析・検証を行い、生徒や教員にとってより分かりやすい評価

法の構築に向けて改善を継続していくことが必要 
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１．研究開発の経緯 

テーマ１（目標１）課題研究（探究活動）を軸とする正課のカリキュラムの改善と実践 

タスク A と B に関しては、毎週２コマ設置されている探究科カリキュラム開発会議（授業担当時間

に含める）の中で、事前に作成した年間指導計画や指導案、授業テキストの改善を行いながら、毎回

の授業を実際にどのように実施するかを企画する。その企画内容を slack や Google Workspace を活用

することで各学年の教員や理科教員と共有しながら授業を実施している。 

タスク A 課題研究に取り組む学校設定科目 SSⅠ・Ⅱ・Ⅲの開発 

表１ 「SSⅠ」基礎探究プログラム（プレ探究）の授業計画 

回 学習テーマ 授業内容 

1 ガイダンス 課題研究が社会や自己の成長に果たす役割および課題研究の進め方や

注意点についての解説とワーク 

2 自分の興味・関心を掘り下げる 思考ツールを活用し、自らの興味・関心を掘り下げるワーク 

3-4 研究テーマを決める 

研究チームを編成する 

先行研究調査、具体的な課題として落とし込むためのワーク、 

興味・関心を共有、研究チームの編成 

5-7 リサーチクエスチョンを導く 課題研究の計画を立て方、リサーチクエスチョンを導出する際のポイ

ントの解説とワーク 

8 仮説を立てる 仮説立案の方法や調査実験の方法についての解説とワーク、 

研究計画書の作成、研究計画発表スライドの作成 9 適切な研究手法を選ぶ 

10 中間発表（研究計画発表会） 研究計画のスライド発表、相互評価、振り返り 

11-12 調査・実験をする 文献調査報告書のまとめ（夏休み課題）とその共有、 

仮説検証のためのインタビュー調査やアンケート調査の実施 

13 結果をまとめて考察し、結論を導く 集計したデータの分析方法、考察のポイントや注意点、結論を導き出

す際の考え方の解説、研究報告書の作成 

14 研究内容を研究報告書にまとめる 研究報告書の完成とプレ探究全体の振り返り 

表２ 発展探究プログラム（2024 年度は「SSⅠ」後期実施、2025 年度「SSⅡ」に継続）の授業計画 

回 学習テーマ 授業内容 

1 ガイダンス 発展探究プログラムの概要説明 

2-4 研究テーマを決める 

研究チームを編成する 

各自の興味・関心に基づいて、研究テーマを定め、それをもとに研究チームを

編成。（ただし、個人研究も可能としている。） 

5 研究倫理講演会 11 月 17 日東北大学大学院医工学研究科の沼山恵子先生による研究倫理講演 

6-10 各自の研究活動 研究テーマの設定、先行研究調査、リサーチクエスチョンの導出、仮説立案、

仮説の検証方法の検討 

指導教員による指導・助言を受けながら、研究計画を策定 

 生徒探究発表会 発表者：ラボコース全チームとゼミコースで選抜チーム 

生徒探究発表会におけるポスター発表 

（第 11-12 回授業における発表内容を先行して実施） 

11-12 中間発表 

（高 1・2 合同研究発表会） 

発表者：高 1 生全員（＋ 高 2 の 2/15 発表者以外の全員） 

下記内容で高 1・2 生合同の研究発表会を実施（スライド発表） 

高 1 生：「SSⅠ」の発展探究プログラムにおける研究計画発表 

高 2 生：「総合的な探究の時間」における課題研究の成果発表 

13 1 年間の振り返り 合同研究発表会および 1 年間の課題研究の振り返り 



参考資料 

11 
 

表３ 課題研究と連動する「情報Ⅰ」の授業計画 

前期授業内容 後期授業内容 

4 月 情報の特性、信憑性の検証、レポート作成 10 月 データベース、情報システム、GIS の活用 

5 月 表計算の基礎、グラフの作成と読み取り 11 月 統計的仮説検定(母比率・母平均の検定) 

6 月 情報社会の法と倫理、情報社会の課題 12 月 アンケート調査、クロス集計、独立性の検定 

7 月 スライド作成、プレゼンテーション 1 月 時系列データ、単回帰分析、重回帰分析 

9 月 表計算ソフトの活用、基本的な統計量 2 月 モデル化とシミュレーション 

 
タスク B 「SS」への接続を意識した総合的な学習の時間の改善 

表４ 中学第１学年の総合的な学習の時間の授業計画 

時期 学習活動 学校行事・外部機関との連携 
4～5 月 ＜問題意識の形成＞ 

・テーマ設定の方法 

・フィールドワークの方法 

・ 手賀沼周辺でのフィールドワーク 

6～8 月 ＜課題の設定、情報の収集＞ 

・図書館の利用方法、インターネット検索の方法 

・文献調査、引用の方法、参考文献の書き方 

・問いづくりの方法、リサーチクエスチョンの導出 

・ 国立科学博物館見学 

・ 山階鳥類研究所研究員による講演会 

9～11 月 ＜整理・分析、まとめ・表現＞ 

・情報カードを用いた情報整理、情報のまとめ方 

・スライド作成、プレゼンテーションの方法・発表会 

・ 図書館を使った調べる学習コンクー

ル 

・ 授業参観 

12～3 月 ＜次年度に向けた活動＞ 

・哲学対話、話し合いの作法、コンセンサスゲーム 

・生成 AI との向き合い方、研究倫理について 

・1 年間の振り返り 

・ 生徒探究発表会 

タスク C 理数系科目を中心とする、SS コンピテンシーの育成を促進する通常の教科の授業改善 

重点教科である理科（物理、化学、生物）、数学、英語、国語、情報に新設した学校設定科目を中

心に授業改善を図り、その成果を６～７月に開催した校内研究授業や 11 月に開催した公開研究授業で

広く共有した。 
表５ 研究授業に関するスケジュール 

６～７月 一週間にわたり校内研究授業を実施 11 月 外部教育関係者を対象に公開研究授業を実施 

テーマ２（目標２） 
大学や研究機関・企業との効果的な連携・接続による正課内外の教育プログラムの開発と実践 

タスク D 芝浦工業大学との連携による学校設定科目 SS アドバンストの開発 

表６ SSCⅢプログラムのスケジュール 

時期 取組内容 
（昨年度の） 

２月 
SSCⅢプログラム（再来年度からは学校設定科目「SS アドバンスト」として開講予定）受講生徒の

選考を完了 

４月 芝浦工大の前期の講義のうち２講座の受講を開始（週１日 大学へ） 

５月 ２講座の受講と並行して後期からの高大連携課題研究の準備を開始 

９月 受講生徒一人ひとりと大学の研究室とのマッチング 

10 月 高大連携課題研究の開始 

２月 SSH 生徒探究発表会で研究成果を発表 
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タスク E SSⅠ・Ⅱ・Ⅲとシームレスに接続するサイエンス研究会の活性化 

表７ サイエンス研究会の生徒が参加した科学技術・理数系コンテスト一覧 

時期 取組内容 
５月 第 20 回全国物理コンテスト 物理チャレンジ 2024 へ参加 

７月 Global Link Singapore 2024 へ参加 

８月 文化活動発表交流会の開催 

８月 令和６年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会へ参加 

９月 第 19 回「科学の芽」へ参加 

９月 第 68 回全国学芸サイエンスコンクールへ参加 

９月 千葉大学主催 第 18 回高校生理科研究発表会へ参加 

９月 令和６年度千葉県児童生徒・教職員科学作品展へ参加 

10 月 JSEC2024(第 22 回高校生・高専生科学技術チャレンジ)へ参加 

10 月 高校化学グランドコンテスト 2024 最終選考会へ参加 

11 月 第 68 回日本学生科学賞へ参加 

11 月 金沢大学主催 第 7 回日本数学 A-lympiad へ参加 

12 月 サイエンスキャッスル 2024 東京・関東大会へ参加 

12 月 東京科学大学 第 17 回高校生バイオコン 2024 へ参加 

１月 第 35 回日本数学オリンピック予選へ参加 

１月 第 23 回日本ジュニア数学オリンピック予選へ参加 

２月 第十回 高校生国際シンポジウムへ参加 

３月 化学工学会関東支部若手の会「高校生向け探究発表会 2025」へ参加 

タスク F 海外大学等と連携した SS グローバル講座（留学、共同研究・探究ツアー、大学説明会）の開発 

表８ SS グローバル講座のプログラム一覧 

時期 取組内容 

（昨年度の）２月 

４月 
海外留学総合説明会による校内告知及び参加者募集 

４月 夏期（高大接続）短期留学プログラム第１回事前学習会実施 

４月 第 14 回タイ SCiUS フォーラムに参加 

５月 夏期（高大接続）短期留学プログラム第２回事前学習会実施 

５月 グローバル探究ツアー参加者決定 

６月 夏期（高大接続）短期留学プログラム第３回事前学習会実施 

６月 グローバル探究ツアー第１，２回事前学習会実施 

７月 夏期（高大接続）短期留学プログラム第４回事前学習会実施 

７月 グローバル探究ツアー第３回事前学習会実施 

７月 ベトナム FPT 大学・高校との共同研究参加者決定 

７～８月 夏期短期留学（英・豪・加・米）実施 

８月 高大接続短期留学（加）実施 

９月 夏期（高大接続）短期留学プログラムレポート作成・提出 

９月 グローバル探究ツアー第４，５回事前学習会実施 

10 月 アイルランド エメラルド・カルチュラル・インスティテュート進学説明会 

10 月 グローバル探究ツアー第６回事前学習会実施 

10 月 
ロンドン大学 UCL、クイーンズランド工科大学 QUT、ブリティッシュコロンビア大学 UBC 進

学説明会開催 

12 月 イタリアのイスティトゥート・マランゴーニ大学進学説明会開催 
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10～12 月の 

毎週土曜日 
ベトナム FPT 高校とのオンライン共同研究実施 

11 月 グローバル探究ツアー第７回事前学習会実施 

11 月 公開研究授業にて事前学習の成果を発表 

11 月 メルボルン大学座談会開催 

１月 グローバル探究ツアー第８回事前学習会実施 

１月 SSH ベトナム海外研修実施 

１月 
沖縄先端科学技術大学院大学（OIST）で開催されたイノベーティブ・サイエンス・フェスタ

2025 に参加 

２月 グローバル探究ツアー第９回事前学習会実施 

２月 次年度に向けた海外留学総合説明会開催 

２月 千葉大学国際研究発表会参加 

２月 SSH 生徒探究発表会でベトナム FPT 高校との共同研究の成果を発表 

２月 ギャノン大学によるアメリカ留学説明会を開催 

３月 アイスランド探究ツアー実施 

タスク G 新たな知見と研究の可能性を見出すための SS キャリア開発講座の開発 

表９ SS キャリア開発講座のプログラム一覧 

実施月 取組内容 

４月 GFEST（筑波大学）説明会 

５月 芝工大デザイン工学部紹介 

６月 工学を学ぶ意義（京都先端科学大学） 

６月 高校 42 期卒業生による探究講演会 

７月 キャリアを考える卒業生講演会 

７月 メンターによる文理選択講演 

７月 芝柏哲学講座「生きる篇」 

８月 東大見学ツアー 

８月 第１回 チューダイ アントレキャンプ 

10 月 和算の世界を旅する 

10 月 芝柏哲学講座「自由篇」 

10 月 恐竜研究についてのオンライン講演会 

10 月 工学系理系女子育成交流会 

10 月 竹中工務店技術研究所見学会 

11 月 早稲田大学創造理工学部模擬講義 

11 月 中学生・高校生のための SBMC Junior ビジネスモデル発表会・交流会 

12 月 高レベル放射性廃棄物の地層処分について 

12 月 化学オリンピック講座事前学習 

12 月 化学オリンピック実験講座 

12 月 SBMC Junior 先進地域視察 

12 月 高校生がやってみた!アントレプレナーシッププログラム成果報告会 

12 月 東京大学 FS CREATION 実験講座 

12 月 TKG COMSOL 2024 

12 月 特別授業 with 卒業生「大人になるということ」 

１月 近世文学会 出前授業 

１月 産業医科大学教授佐藤先生によるオンライン講演会「法医学入門 DNA 鑑定について学んでみよう」 
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１月 三菱みらい育成財団採択プログラム Future Life Design Lab 

２月 PCR 法実験講座 

２月 芝柏哲学講座「愛篇」 

２月 全国高校生ビジネスアイデアコンテスト マイナビキャリア甲子園第 11 回大会 

２月 ー総合選抜入試・AO 入試対策に繋がるー探究学習リフレクションプログラム 

テーマ３（目標３）生徒の資質・能力の伸長を検証する方法の開発と実践 

タスク H 質問紙調査法の開発・実施 

表 10 質問紙調査の実施スケジュール 

実施月 取組内容 

4 月～９月 

SS コンピテンシーのうち「問題発見力」「問題解決力」「自律的活動力」を測るための質問紙を芝

浦工業大学の岡田佳子教授と連携し作成 

10 月 中１～高３の全生徒を対象に質問紙調査を実施 

タスク I ルーブリック評価法の改善・実施 

表 11 ルーブリックを活用した評価の実施スケジュール 

実施月 取組内容 

４月 SSⅠで用いるルーブリックの評価項目が SS コンピテンシーの下位因子を紐づくように改善 

７月 SSⅠの研究計画発表会で１回目の自己評価・相互評価を実施 

２月 SSH 生徒探究発表会で２回目の自己評価・相互評価を実施 

２．別紙様式１の要約で引用するデータ 

表 12 SSⅠの教員指導体制 

 
数学

科 

情報

科 

理科 社会

科 

国語

科 

英語

科 

体育

科 
合計 

物理 化学 生物 地学 

2024 

年度 
4 名 
(4 名) 

2 名 
(1 名) 

4 名 
(2 名) 

4 名 
(2 名) 

5 名 
(2 名) 

1 名 
(0 名) 

3 名 
(3 名) 

3 名 
(3 名) 

3 名 
(3 名) 

1 名 
(1 名) 

30 名 
(21 名) 

*(  )内は基礎探究プログラムの指導教員の人数 

表 13 SSⅠ・Ⅱ 2 年間の課題研究の授業計画 

 前期 後期 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

SSⅠ 
基礎探究プログラム（プレ探究） 発展探究プログラム 

 中間発表  中間発表 

SSⅡ 
発展探究プログラム 

 中間発表  成果発表 

表 14 テーマ分類別人数および編成チーム数 

 ゼミコース ラボコース 

合計 人文 

科学 

社会 

科学 

自然 

科学 

学際

分野 

数学 

情報 
物理 化学 生物 地学 

2024 

年度 

チーム数 32 13 27 8 3 16 7 10 0 116 
生徒人数 59 41 82 25 13 33 16 29 0 298 
指導教員数 5 3 4 2 ※4 3 4 ※5 0 30 
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表 15 図書館を使った調べる学習コンクール受賞一覧 

受賞時期 受賞内容 「作品名」 

2024 年 10 月 
第８回柏市図書館を使った調べる学習コンク

ール 調べる学習部門 中学生の部 教育長賞 
「薬ってどんなもの？」 

2025 年１月 
第 28 回図書館を使った調べる学習コンクール 

調べる学習部門 中学生の部 佳作 

2024 年 10 月 
第８回柏市図書館を使った調べる学習コンク

ール 調べる学習部門 中学生の部 奨励賞 「ずっコケるほどすご

いぞ！コケ！」 
2025 年１月 

第 28 回図書館を使った調べる学習コンクール 

調べる学習部門 中学生の部 佳作 

表 16 SS 生物基礎で授業改善に取り組んだ単元と授業内容 

単元 探究につながる特色ある授業と研究に用いられた生物 
生物の特徴 

遺伝子とそのはたらき 

１．原核生物と真核生物の観察（イシクラゲとオオカナダモ） 
２． 細胞の大きさの測定 
３．微生物（ミドリムシやゾウリムシ）の観察 
４．キイロショウジョウバエの遺伝実験 

生物の多様性と生態系 ５．地衣類の観察 

６．増尾城址公園の生態系（菌根菌の果たす役割） 

７．愛鳥週間期間で野鳥の紹介（増尾城址公園の野鳥の声を録音し種類を特定） 

表 17 SS 数学 A で授業改善に取り組んだ単元と授業内容 

時期 内容 コンピテンシー 

４月～５月 ハノイの塔 仮説構築力・協働する力・粘り強さ 

６月 立方体の展開図 仮説構築力・批判的思考力・粘り強さ・教科横断的

な知識・技能 

７月 コインの問題 協働する力・批判的思考力・粘り強さ 

９月 社会課題を解決する 仮説構築力・批判的思考力・協働する力・表現力 

10月～11月 香道・算額 教科横断的な知識・手続き的知識 

12 月・１月 エコパック問題 協働する力・批判的思考力・粘り強さ 

１月・２月 巴戦 手続き的知識・批判的思考力・粘り強さ 

（データ１）SSアカデミックライティング ディベートに関するアンケート（回答数285／全生徒 300） 

Q１. 英語でディベートはできましたか。肯定的評価 88.4％ 
Q２. 英語でのディベートは充実していましたか。肯定的評価 90.5％ 
Q３. 英語でのディベートは楽しかったですか。肯定的評価 84.9％ 
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（データ２）SSCⅢプログラムの事後アンケート（回答数 10/参加数 10 回収率 100％）の結果 

 
Q.2 
後期（10 月ごろ）から始まった、大学の先生や大学院生の支援を受けて取り組んだ研究を通じて育ま

れた資質・能力（SS コンピテンシー）を次の 10 因子の中からすべて選んでください。 

0 2 4 6 8 10 12

教科の知識・技能

教科等横断的な知識・技能

手続き的知識

仮説構築力

批判的思考力

メタ認知能力

協働する力

表現力

情報活用能力

未知への好奇心

粘り強さ

社会に開かれた姿勢

後期（10月ごろ）から始まった、大学の先生や大学院生の支援を受けて

取り組んだ研究を通じて育まれたSSコンピテンシー

 

40%

50%

10% 0%

とてもそう思う

まあそう思う

あまりそうは思わない

全くそう思わない

Q.1 
５月から始まった柏高校での研究のための準

備講座（学部学科調査、先行研究調査、研究

における AI の活用、研究計画立案と教員によ

る面談）は後期からの研究に役に立ちました

か。 
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70%

30%

0%0%

とてもそう思う

まあそう思う

あまりそうは思わない

全くそう思わない

 

20%

30%

50%

0%
とてもそう思う

まあそう思う

あまりそうは思わない

全くそう思わない

 
表 18 サイエンス研究会の所属人数の推移 

（令和５年度以前はサイエンス研究会の基盤となる部活の人数） 

部活        年度 R2 R3 R4 R5 R6 
科学部 20 14 27 20 

137 
数学研究サークル 3 8 16 15 
コンピューター部 14 11 24 18 
現代史部 3 6 10 3 
文芸サークル 0 2 2 1 

表 19 サイエンス研究会に所属する生徒が参加したコンテスト、大会の一覧 

令和５年度 ・ 高校化学グランドコンテスト 2023 
・ 令和５年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 
・ 第九回 高校生国際シンポジウム 
・ 第 26 回化学工学会学生発表会 
・ 第 11 回算数・数学の自由研究 
・ 第 34 回日本数学オリンピック予選 
・ 第 65 回植物生理学会 高校生発表 
・ 第 22 回日本ジュニア数学オリンピック予選 

令和６年度 ・ JSEC2024(第 22 回高校生・高専生科学技術チャレンジ)（１名） 
・ 令和６年度千葉県児童生徒・教職員科学作品展（４名） 
・ 第 68 回日本学生科学賞（４名） 
・ 高校化学グランドコンテスト 2024（20 名） 
・ Global Link Singapore 2024（１名） 
・ 令和６年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（６名） 
・ 千葉大学主催 第 18 回高校生理科研究発表会（11 名） 

Q.3 
2/15（土）の生徒探究発表会において、

大学の先生や大学院生の支援を受けて

取り組んだ研究の成果を聴衆に伝える

ことはできましたか。 

Q.4 
豊洲キャンパスや大宮キャンパスの図

書館などの学びにつながる施設を十分

活用できましたか。 
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・ 金沢大学主催 第 7 回日本数学 A-lympiad（８名） 
・ 第 19 回「科学の芽」（４名） 
・ 第 68 回全国学芸サイエンスコンクール（10 名） 
・ 第十回 高校生国際シンポジウム（７名） 
・ 東京科学大学 第 17 回高校生バイオコン 2024（７名） 
・ サイエンスキャッスル 2024 東京・関東大会（３名） 
・ 化学工学会関東支部若手の会「高校生向け探究発表会 2025」（２名） 
・ 第 35 回日本数学オリンピック予選（13 名） 
・ 第 23 回日本ジュニア数学オリンピック予選（８名） 
・ 第 20 回全国物理コンテスト 物理チャレンジ 2024（３名） 

表 20 上記のコンテスト、大会での実績 

令和５年度 ・ 第九回高校生国際シンポジウム ポスター発表 物理学・化学・環境分

野 最優秀賞、スライド発表 人文科学分野 優秀賞 
・ 第 26 回 化学工学会学生発表会 奨励賞 
・ 第 65 回 植物生理学会 高校生発表 顧問審査員賞、奨励賞 

令和６年度 ・ Global Link Singapore Applied Science 部門 2024 Fine work Prize 
・ 令和６年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 ポスタ

ー発表賞 
・ JSEC2024 材料科学部門 入選 
・ 千葉大学主催 第 18 回高校生理科研究発表会 数学分野 優秀賞、物理Ⅱ

分野 優秀賞 
・ 令和６年度 千葉県児童生徒・教職員科学作品展 千葉県高等学校教育

研究会理科部会長奨励賞 
・ 第 68 回全国学芸サイエンスコンクール 理科自由研究部門 審査委員特

別奨励賞 
・ 第 19 回「科学の芽」奨励賞 
・ 東京科学大学 第 17 回高校生バイオコン 2024 審査員特別賞 
・ 金沢大学主催 第 7 回日本数学 A-iympiad 審査員奨励賞 
・ 化学工学会関東支部若手の会「高校生向け探究発表会 2025」優秀ポスター賞 

表 21 SS グローバル講座の各プログラム参加人数、英語による発表件数 

時期 取組内容 参加数など 

（昨年度の）２月 

４月 
海外留学総合説明会 生徒・保護者合わせて 210 名 

７～８月 イギリス夏期短期留学 32 名 

７～８月 カナダ夏期短期留学 23 名 

７～８月 アメリカ夏期短期留学 21 名 

７～８月 オーストラリア夏期短期留学 10 名 

８月 高大接続短期留学（カナダ） ２名 

12 月 イスティトゥート・マランゴーニ大学進学説明会 54 名 

10 月 ブリティッシュコロンビア大学 UBC 進学説明会 45 名 

10 月 ロンドン大学 UCL 進学説明会 44 名 

10 月 トリニティ・カレッジ・ダブリン進学説明会 35 名 

10 月 クイーンズランド工科大学 QUT 進学説明会 28 名 
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２月 ギャノン大学によるアメリカ留学説明会 20 名 

11 月 メルボルン大学座談会開催 13 名 

４月 第 14 回タイ SCiUS フォーラム ３名（英語発表件数２件） 

10～12 月の 

毎週土曜日 
ベトナム FPT 高校とのオンライン共同研究実施 

本校生徒 14 名 

ベトナム FPT 高校 30 名 

１月 SSH ベトナム海外研修実施 12 名 

２月 
SSH 生徒探究発表会でベトナム FPT 高校との共

同研究の成果を発表 
本校生徒 14 名（英語発表件数６件） 

ベトナム FPT 高校 30 名 

１月 

沖縄先端科学技術大学院大学（OIST）で開催され

たイノベーティブ・サイエンス・フェスタ 2025
に参加 

６名（英語発表件数２件） 

２月 千葉大学主催「第 26 回国際研究発表会」 ４名（英語発表件数４件） 

11 月 
公開研究授業にてグローバル（アイスランド）探

究ツアー事前学習の成果を発表 18 名 

３月 グローバル（アイスランド）探究ツアー 18 名 

（データ３）ベトナム FPT 高校との共同研究、ベトナム海外研修の事後アンケート（回答数９/参加

数 12、回収率 75%）のまとめ 

Q１．7/18、10/19、11/9、11/30、12/14 のオンライン事前学習の内容は 1/9 のベトナムの生徒との議論を円

滑に進める上で適切でしたか。 
Q２．Honda Vietnam の見学は、環境問題の解決に寄与するために高度な科学技術をどう生かすべきかにつ

いて考えるきっかけになりましたか。 
Q３．URENCO を訪問した際に、廃棄施設としての役割だけでなく発電所という機能も兼ね備えた施設を

見学することで、企業のイノベーション力や環境に対する努力を学ぶことができましたか。 
Q４．ハノイ工科大学の見学を通して、FPT 高校との共同研究や将来海外の大学や大学院で研究することへ

の更なるモチベーションの向上につながりましたか。 
Q５．FPT 高校での対面の交流において、英語を用いて効率的に発表準備を行うことができましたか。 
Q６．FPT 高校での対面の交流において、 身振り手振りを交えたコミュニケーション能力の向上やプレゼ

ンテーション能力の向上が図られましたか。 
Q７．ハロン湾の調査を通じて、自然環境と科学技術の発展をどのように両立するべきかについて考える

きっかけになりましたか。 
Q８．2/15 の生徒探究発表会において、FPT 高校の生徒とオンラインを活用しながら、共同研究の成果を

英語で聴衆に伝えることはできましたか。 
Q９．7/18～2/15 までのベトナム FPT 高校との共同研究全体を通じて、「未知への好奇心」を育むことが

できましたか。 
Q10．7/18～2/15 までのベトナム FPT 高校との共同研究の全体を通じて、「粘り強さ」を育むことができ

ましたか。 
Q11．7/18～2/15 までのベトナム FPT 高校との共同研究の全体を通じて、「社会に開かれた姿勢」を育む

ことができましたか。 
Q12．7/18～2/15 までのベトナム FPT 高校との共同研究の全体を通じて、 英語で発表することに対するモ

チベーションは向上しましたか。 
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 Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 

とてもそう思う 6 7 4 7 7 7 6 4 8 7 8 8 

まあそう思う 3 2 5 2 2 2 2 4 1 2 1 1 

あまりそうは思わない 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

全くそう思わない 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

（データ４）イノベーティブ・サイエンス・フェスタ 2025 事後アンケート（回答数６/参加数６、回

収率 100%）のまとめ 

Q１．英語によるスライド作成にお 
      いて、チームのメンバーと協 
      力して自分たちの研究内容を 
      適切に表現することができま 
      したか。 
Q２．英語による発表や質疑応答に 
     おいて、自分たちの研究を十分 
     に説明することができましたか。 
Q３．英語による発表や質疑応答を経て、英語で発表することに対するモチベーションは向上しまし

たか。 
Q４．ラボツアーを通じて、将来、OIST もしくは海外の大学・大学院で学びたいという思いは強まり

ましたか。 
Q５．「未知への好奇心」を育むことができましたか。 
Q６．「粘り強さ」を育むことができましたか。 
Q７．「社会に開かれた姿勢」 を育むことができましたか。 

表 22 総合型選抜と学校推薦型選抜（公募制）による大学合格者数の推移 

年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

SSH 指定期 Ⅱ期２年

次 

Ⅱ期３年

次 

Ⅱ期４年

次 

Ⅱ期５年

次 

経過措置 Ⅲ期１年

次 

総合型選抜・公募

型の合格数［人］ 
12 16 30 25 33 55 

※令和６年度は 2025 年 2 月 14 日時点の数 

表 23 校内研究授業のテーマと担当した教科数・教員数の推移 

年度 研究授業テーマ 教科数 教員数 

令和５年 探究に関わる資質・能力を育む授業実践 ７ 16 
令和６年 SS コンピテンシーを育む授業実践 ５＋総学、総探、学校設定 14 
→「研究授業ウィーク」を設定し、教科を超えて互いの授業を参観できる仕組みを取り入れた。 

表 24 令和６年度に開催した校内研修会一覧（生徒の探究的な学びにつながる研修のみを抽出） 

時期 担当部署 取組内容 対象 

5 月 教育振興部 AI 活用について 全教員 

6 月 教育振興部 評価について 全教員 

8 月 SSH 統括室 ライティングワークショップ 希望者 

8 月 SSH 統括室 探究 workshop2024「探究のことはじめ」 希望者 

 Q.1 Q.2 Q.3 Q.4 Q.5 Q.6 Q.7 

とてもそう思う 5 2 4 2 5 4 5 

まあそう思う 1 3 2 3 1 2 1 

あまりそうは思わない 0 1 0 1 0 0 0 

全くそう思わない 0 0 0 0 0 0 0 
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8 月 教育振興部 「心理的安全性×教育現場」 全教員 

9 月 教育振興部 手帳指導研修 希望者 

9 月 教育振興部 AI 活用の研修会 希望者 

11 月 DX 推進部 Adobe Creative Cloud 研修 希望者 

12 月 DX 推進部 FigJam 研修 希望者 

12 月 教育振興部 SS コンピテンシー・公開研究授業・SS 科目などについての意見交換 全教員 

→平均月１回程度のペースで開催している。 

表 25 研究授業（実験指導研修会）・研究討議を担当した教科数・教員数の推移 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 
教科数 1 5 7 5 7 7 6 
教員数 6 13 14 13 15 14 11 

表 26 公開研究授業に参加した外部教育関係者数の推移 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 
参加数 40 50 ※ ※ 69 77 74 

※令和２，３年度に関しては新型コロナウイルス感染対策のため校内だけで実施 

表 27 公開研修会のテーマと参加した外部教育関係者数 

年度 研究授業テーマ 
参加した外部教育関係

者数 

備考（支援していただいた

学校・企業など） 

令和

５年 

教育の今を創る探究フォーラム 124 
（対面参加 49 

オンライン参加 75） 

ベネッセコーポレーション 
神田女学園中学校高等学校 

令和

６年 

探究 workshop2024 
今さら聞けない『探究のことはじめ』 

58 
（対面のみの実施） 

神田女学園中学校高等学校 

表 28 本校教員が教育実践の発表を行った学会、大学等が主催する大会の一覧 

開催 

時期 
主催 発表タイトル 

６月 日本数学教育学会 
ICT を活用した数学の探究化に関する考察 ー全国大会の発表状

PISA2022 の結果を踏まえてー 

７月 日本教育工学会 
スーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定校における探究的な学

習の実態調査 

８月 歴史教育者協議会 
アメリカ大衆消費社会から考える現代的な諸課題～外国人労働者へ

のインタビューを通じて～ 
８月 日本物理教育学会 中学理科における力学素朴概念の実態調査と考察 

８月 日本数学教育学会 
数学史を活用した積分法の導入 ーアルキメデス著の「方法」を題材

にしてー 

８月 日本数学教育学会 
正多面体の切頂と計量を通した活動の提案 －数学的な見方・考え方

を広く働かせるために－ 
８月 日本数学教育学会 複利計算を中心とした教科横断的な視点での学びの提案 
９月 日本科学教育学会 高等学校数学科の課題学習におけるテクノロジーの活用 2 
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９月 日本教育工学会 探究的な学習における課題設定と自己関与の関係性についての調査 
９月 AI 時代の教育学会 高等学校での課題研究における生成 AI の活用とその一考察 
11 月 明治大学 SSH 校におけるカリキュラム開発と授業実践 

12 月 
筑波大学附属駒場

高等学校 
SSH 校におけるカリキュラム開発と授業 

３月 数学教育学会 大学入試問題を題材とした探究型授業の実践と提案 

３月 日本物理教育学会 
中学生における力学概念実態調査と考察（力と運動量の混同による 
MIF 誤概念の可能性） 

表 29 本校教員が寄稿した出版物、登壇したイベントなどの一覧 

開催

時期 
主催・イベント 発表タイトル・テーマ 

５月 
アロー教育総合研究所 

高大接続総会 
登壇「生徒の資質・能力を伸ばす高大連携とは」 

８月 
第 22 回早稲田大学 

教職大学院学校教育学会 
パネリスト「生成 AI は、学びの在り方をどう変えるか」 

10 月 リクルート進学総研 
取材「課題研究を中心とした探究的な学びにより、主体的に学

び続けられる生徒を育てる」 

11 月 
啓林館 授業実践記録 

ホームページ 
寄稿「SS（芝浦サイエンス）コンピテンシーの育成を促進す

る中高 6 カ年の課題研究（探究）の授業開発」 

11 月 
大修館書店 

オンライン研修会 
登壇「"探究"ではじめる教育の再創造ー３つの実践ポイント」 

２月 
山川出版社 山川歴史

PRESS No.23（2024-12 号） 
レポート「問いと年表を活用してスキーマを形成する─トルコ

人の西アジア進出を題材に」 

３月 
明治大学 

教育会紀要第 17 号 
紀要「SSH 校におけるカリキュラム開発と授業実践」 

３．開発した独自の教材の一覧 

（１）Project Rubric 

課題研究のような探究的なプログラムで生徒に身につけてもらいたい観点を具

体化したルーブリックを設けている。ルーブリックを生徒と共有しながら学習を進

めつつ、節目節目で自己評価を実施することで内省の習慣が身に付いたり、メタ認

知能力が高まったりすることが期待される。また、発表会の際には卒業生 TA や教

職員も評価に加わり、その結果を分析、検討することで、総合的な学習の時間や学

校設定科目「SS」の授業改善につなげている。 

（２）テーマ探しの手引き＜テーマ探しの手引き(ver.１）、テーマ探しの手引き(ver.２）＞ 

初めて課題研究をはじめる生徒を対象に、研究の入り口であ

るテーマ決定までの案内をするためのものである。また、一度、

課題研究をしたことがあるという高校２年生が、改めて自分の

テーマを見直すのに活用するのも有効である。 

（３）SITK 探究テキスト 

 高校第１学年の総合的な探究の時間（２単位）を課題研究指

導の有無に関係なく、高校第１学年所属の教員が自信をもって
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指導に当たることができるように第Ⅱ期指定時に開発された。SSH 第Ⅰ期から本校が培ってきた課題研究

指導のノウハウが詰まった本テキストが開発されたことにより、教員全体の指導力向上につながっている。 

４．独自に考案した用語集 

（１）「SS（芝浦サイエンス）」 

第Ⅲ期５年間で開発を目指す学校設定教科・科目やプログラムに SS（芝浦サイエンス）を冠した名称を

付けることでその他の教育活動と差別化を図っている。 
（２）SS（芝浦サイエンス）コンピテンシー 

 

図１．CSC 能力（第Ⅱ期）から SS コンピテンシー（第Ⅲ期）への接続 
資質・能力の評価方法について、SSH 第Ⅲ期を迎えるにあたってその信頼性や妥当性を高めることも必

要不可欠と考えたため、芝浦工業大学の有識者との連携のもと再整理して新たに設定し直した本校が育成

を目指す資質・能力のこと。研究基礎力、自律的活動力、問題発見力、問題解決力の４つの資質・能力に

より構成される。 

５．関係資料 

〇 運営指導委員会の記録（第１回、第２回） 
・日時：2024 年 11 月 12 日、2025 年 2 月 15 日  
・場所：芝浦工業大学柏中学高等学校 交流館講義室、2-6 教室 
・運営指導委員（敬称略） 
 鍵 裕之 東京大学大学院 理学系研究科 教授 
 新井 剛 芝浦工業大学 工学部 物質化学課程 教授 学長補佐 
 岡本 尚也 一般社団法人 Glocal Academy 理事長 
         東京大学 先端科学技術センター 客員上級研究員 
 奥田 宏志 芝浦工業大学 システム理工学部 生命科学科 教授 

後藤 顕一 東洋大学 食環境科学部 食環境科学科 教授 
 中村 仁 電気通信大学大学院 情報理工学研究科 教授  
 牧下 英世 芝浦工業大学 工学部 土木工学課程 教授 
・国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）主任専門員 蛭間 督 
・管理機関担当者  丁 龍鎮 学校法人芝浦工業大学 事務局長  

岡田 佳子 芝浦工業大学 工学部 土木工学課程 教授 
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・本校参加者    

 中根 正義（校長）   長谷川 欽彦（副校長）  松原 誠司（中学教頭） 

三輪 剛史（高校教頭） 中村 圭（教頭補佐） 平林 浩史（教頭補佐） 

宝田 敏博（教頭補佐）   武井 清（事務長） 芝辻 正（数学科） 

須田 博貴（物理科）   高澤 良輔（国語科）  八島 朔彦（社会科） 

 綿村 浩人（化学科）  佐藤 健悟（情報科・探究科） 越野 貴嗣（数学科） 

 竹澤 明美（理科実験助手）  中島 毅（事務） 小見寺 麻子（SSH 事務） 

・議事内容 

（１）開会挨拶 （中根）            （２）委員紹介  

（３）取り組み概要説明 （須田）      （４）生徒探究発表会見学  

（５）取り組みへの講評   

≪第１回講評≫  ◇運営指導委員 ◆本校教員 

【学校設定科目 SSⅠと中 1 総合的な学習の時間について】 

◇「SS」の意味が伝わりにくいので「芝浦サイエンス」に変更した方が良いのではないか。 
◇高１SSⅠのコース比率はどの程度か。本校の昔の「総合学習」は建築や落語など面白いものがあ

ったので分野を更に広げても面白いと思う。 
 ◆ゼミコースとラボコースの人数比率は 3：1 で、希望は概ねかなっている。 
 ◇検索で与えられたデータや情報は正しいのか、最終的には AI でなく人間が結果を判断する。物事

を見極め、受け身にならないようにする。文章力は大切であるので文章をどのように読むのか、

内容や構造を理解する力を中学生のうちに身に着ける事が必要。中学生として「社会」をどのよ

うにとらえているか、そこから「社会への接続」につなげていく。 
◇基本的に研究はチームを組ませるのか、またグループに属さない生徒はどうしているのか。 
◆一人の生徒も 20 名程いるが単独で活動している。共通部分がある場合はチームを組ませる。 
◇サイエンス＋エンジニアリングは科学を実用化し人間の生活に役立てることを目的とする技術と

して大切である。併設大学図書館も蔵書が多いので、調べ学習に利用すると良い。読み書きの力

をつけるためにはノートに書く習慣も大切である。 

【第Ⅲ期の研究開発計画について】 

教育プログラムの見せ方 

◇通常の教科の学習と探究をいかに結び付けられるかが第Ⅲ期の課題である。 

◇「SS コンピテンシー３つの目標」が具体的で良い。大学に入学してからでは自律的活動力は育た

ないので、中学高校６か年のうちに育成すべきである。 

◇常に全校体制は難しいので、目的意識を持った上で外部組織を活用し研修・見学に行くと良い。 

◇進路を考慮すると高２で SSH を完成させたい。中学～高２までの集大成が今後の課題である。 

芝浦工大の付属として 

◇芝浦工大の施設を活用するとよい。お互いに窓口を作り高大連携を充実させたい。 

【本日の「SSⅠ」授業参観について】 
 ◇全体での取り組みは良い。テーマ設定は将来やりたい事、実際にはできない事のどちらでも良い。 

 ◇自分の教科とどのように結びつくのか。「単元のここ」ではなく「見方考え方、捉え方」で考え

ればいい。「高校の教科学習が何で必要なのかわからない」、教員の役割の一つ。探究と教科と

進路がそれぞれ相互補完していることを、どれだけ意識できるか。 

 ◇人文社会科学は図書館を利用し幅を広げ、インターネットでは足りないところを補う。 

◇技術よりマインドが大切なので、研究は「倫理観」を学んでから行うと良い。 

◆次回、東北大学講座「研究倫理」を学ぶ予定である。 

◇SEM（電子顕微鏡）は生徒・教員共に観察だけでなく、原理を理解したうえで活用するべき。 
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 ◇PC はデータ解析には便利だが、議論をするときに PC で出来るのか。ホワイトボード、黒板、OHP
などもある。お互いの議論の場を設けるべきである。 

≪第２回講評≫  ◇運営指導委員 ◆本校教員 

【第Ⅲ期の実施計画について】 

①課題研究（探究活動）を軸とする正課のカリキュラムの改善と実践 

◇学校設定科目の対象を全生徒にしているが指導が行き届いているか。 

◆発表数に教員数が追い付いていないのが現状であるが、課外も活動している科学部や数研サーク

ルから確実に対応している。全体的にスタッフ不足ではある。 

◇職員構成をみると理科の講師率があまりに高い。専任理科教員も年齢を重ね役職についているの

で、生徒にかかわる時間が足りず定性的な実験が多くなっているような気がする。若い理数系の

教員増をはかり、Ⅲ期に引き継ぐ必要がある。仕組みを持続的に回すのは理科教員であるので、

箱だけ作り中身が伴わないのは NG。 

②大学や研究機関・企業との効果的な連携・接続による正課内外の教育プログラムの開発と実践 

◇SS アドバンスト（芝浦工業大学との連携）への単位化は、生徒のモチベーションを向上させるた

めにも成績を付け評価すべきである。 

◆夏に校内で行ったサイエンス研究会を外部にも広げたい。 

◇卒業生 TA との普段の関わりはどのくらいか。 

◆通常の課題研究の授業での活用は不十分なので検討が必要である。 

◇是非、芝浦工業大学の大学生を使って欲しい。 

③生徒の資質・能力の伸長を検討する方法の開発と実践 

◇「しくみ」は教授者主体になっている。学ぶ側からの意見を集計しフィードバック反映している

か生徒にアンケートを取ると良い。 

◇SS コンピテンシーについて、教育は簡単に測れるものではないので卒業生に定量的なインタビュ

ーをし、教員の声掛けにより自分の現在の職業に影響があったかなど問いかけてみてはどうか。

日頃の指導法の方向性も見えてくる。 

◇SSH を行うことでどのような人材育成につながるのか、生徒一人ひとりがどのように変容したの

かが把握できるシステムを作るべきである。「入学カルテ」入学から卒業まで、受講講座・文献

検索・研究内容・進路学部等を入力する。 

◆「学習者」である生徒がどのように学び続けるのかが課題である。 

【本日の生徒探究発表会について】 

◇当初より研究発表の平均的なクオリティは上がっているが、秀逸した発表がなかった。定性的な

内容が多く定量的に研究が行われていない。データのとり方、まとめ方についての共通認識をど

こかでとるのもいいのでは。 

◇SSⅠは研究計画中であるが、仮説の立て方が不十分である。教員側の引きだす指導力が必要。 

◇３年間、全員参加探究は受験を考慮すると難しいのではないか。 

◆そこを考慮して関わり方は SSⅢ・SS アドバンスト・サイエンス研究会と様々である。 

◇SSH の取組は長期的に行うと先輩から後輩へ伝わり構築していくので、教員の負担感は軽減する。 

◇統計のデータの表し方は、数学的視点から再構成の余地あるのではないか。参考文献や謝辞をど

のように取り入れるか、指導を要する。 

◇研究背景が弱い。論議の前提を理解せずに自分だけの実験をしているため考察が曖昧である。テ

ーマからリサーチクエスチョンに行くまでのプロセスが大切である。 

◇文理融合（芸術とサイエンスなど）を行うと更に研究の幅が広がる。 

◇教員の意識が生徒に伝わるので、個々の教員でなく全教員で取り組む姿勢が大切である。 

◆本日頂いたご意見アドバイスを、生徒のキャリア・研究に繋げて行きたい。 



区分

国 語 157.5 (140) 157.5 (140) 157.5 (140)

社 会 140 (105) 140 (105) 140 (140)

数 学 175 (140) 175 (105) 175 (140)

理 科 140 (105) 140 (140) 140 (140)

音 楽 52.5 (45) 35 (35) 35 (35)

美 術 52.5 (45) 35 (35) 35 (35)

保　健　体　育 105 (105) 105 (105) 105 (105)

技　術・家　庭 70 (70) 70 (70) 35 (35)

外　　国　　語 175 (140) 210 (140) 210 (140)

35 (35) 35 (35) 35 (35)

70 (50) 70 (70) 70 (70)

35 (35) 35 (35) 35 (35)

1207.5 (1015) 1207.5 (1015) 1172.5 (1015)

備考

１．表に示されている数字は、1単位時間を50分とした年間総時数である。

２．（　）内の数字は標準時数

３．外国語の時数のうち、35単位は英会話活動

区分

国 語 157.5 (140) 192.5 (140) 157.5 (140)

社 会 140 (105) 140 (105) 140 (140)

数 学 192.5 (140) 192.5 (105) 227.5 (140)

理 科   140 (105)   140 (140)   140 (140)

音 楽 52.5 (45)   35 (35)   35 (35)

美 術 52.5 (45)   35 (35)   35 (35)

保　健　体　育 105 (105) 105 (105)   105 (105)

技　術・家　庭   70 (70)   70 (70)   35 (35)

外　　国　　語   175 (140)   175 (140)   210 (140)

  35 (35)   35 (35)   35 (35)

  70 (50)   70 (70)   70 (70)

  35 (35)   35 (35)   35 (35)

  1225 (1015)   1225 (1015)   1225 (1015)

備考

１．表に示されている数字は、1単位時間を50分とした年間総時数である。

２．（　）内の数字は標準時数

総合的な学習の時間の授業時数

特 別 活 動 の 授 業 時 数

総　　授　　業　　時　　数

第1学年 第2学年 第3学年

各　教　科　の
授　業　時　数

特別の教科である道徳の授業時数

特 別 活 動 の 授 業 時 数

総　　授　　業　　時　　数

第1学年 第2学年

芝浦工業大学柏中学校　教育課程表(年間授業時数)
令和４・５年度以降入学生用

第3学年

芝浦工業大学柏中学校　教育課程表(年間授業時数)

令和6年度以降入学生用

各　教　科　の
授　業　時　数

特別の教科である道徳の授業時数

総合的な学習の時間の授業時数
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標準 備考

教科 科目 単位数 GL GS GL GS GL GS GL GS GL GS

現代の国語 2 2 2
言語文化 2 3 3
論理国語 4 2 2 2 2 2 2 2or1 2
文学国語 4
国語表現 4
古典探究 4 3 3 3 3 3 3 ② 2

研究(現代文) 2 2
地理総合 2 2 2 2 2
地理探究 3 ③ ③ ③ ③

歴史総合 2 2 2
日本史探究 3 (5) (5) (4) (4)
世界史探究 3 (5) (5) (4) (4)
研究(日本史) (3)
研究(世界史) (3)

研究（社会総合） ③

公共 2 2 2 2 2
倫理 2 ③ ③ ③ ③

政治・経済 2 ③ ③ ③ ③

数学Ⅰ 3 3 3
数学Ⅱ 4 5 5 4 4
数学Ⅲ 3 (5) 5
数学Ａ 2 3 3
数学Ｂ 2 2 2 (3) 3
数学Ｃ 2 (2) 2

研究(数学α) (5)
研究(数学β) ②

研究(数学γ) ② 2
科学と人間生活 2

物理基礎 2 2 2
物理 4 (3) 3 (4) 4

化学基礎 2 2 2
化学 4 3 3 (4) 4

生物基礎 2 2 2
生物 4 (3) (4)

地学基礎 2 2 2
地学 4

研究(生物基礎) ② ② ②

研究(地学基礎) ① ①

体育 7～8 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3
保健 2 1 1 1 1 1 1

音楽Ⅰ 2 (2) (2)
音楽Ⅱ 2
音楽Ⅲ 2
美術Ⅰ 2 (2) (2)
美術Ⅱ 2
美術Ⅲ 2
工芸Ⅰ 2
工芸Ⅱ 2
工芸Ⅲ 2
書道Ⅰ 2 (2) (2)
書道Ⅱ 2
書道Ⅲ 2

英語ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝⅠ 3 4 4
英語ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝⅡ 4 4 4 4 4
英語ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4 4 4
論理・表現Ⅰ 2 2 2
論理・表現Ⅱ 2 2 2 2 2
論理・表現Ⅲ 2 2 2 2 2

アカデミックライティング 1 1
家庭基礎 2 2 2 2 2
家庭総合 4
情報Ⅰ 2 2 2
情報Ⅱ 2

理数探究基礎 1
理数探究 2～5
ＧＳⅠ 2
ＧＳⅡ 2 2
ＳＳⅠ ①

ＳＳⅡ ① ①

ＳＳⅢ ① ① ① ①

3～6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

34～35 36 34～35 36 34～35 36 25～34 28～35 24～34 31～35 左記に示す単位数を履修する必要がある。

＊

1
2

3

この学則（改正）は、令和4年4月1日から施行する。

第20条に規定する別表については、令和4年度に第1学年に在籍する生徒に係る教育課程から適用し、同年度第2学年及び第3学年に在籍する生徒並びに令和

5年度第3学年に在籍する生徒に係る教育課程については、なお従前の例による。

この学則の施行に関し必要な事項は、校長が別に定める。

総合的な探究の時間

ホームルーム活動

単位数合計

表中の学年下に記載されているGLはジェネラルラーニングクラス、GSはグローバル・サイエンスクラスの略。単位欄の①②③は自由選択、(2)(3)(4)(5)
はコース別必修選択。

【附  則】

情報

理数

ＳＳ 「SS（芝浦サイエンスクラス）」は学校設定教科。

芸術
第1学年は「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」から1科目を選択必
修。

外国語

家庭

数学

第3学年文系GLは「数学B」「研究(日本史)」「研究(世界史)」
から1科目を選択必修。
自由選択「研究(数学β)」「研究(数学γ)」は1科目まで選択可。
第3学年理系GLは「数学Ⅲ」「数学C」の2科目または
「研究(数学α)」1科目のいずれかを選択必修。

理科

第2学年理系GLは「物理」「生物」から1科目を選択必修。
第3学年文系の自由選択「研究（生物基礎）」「研究
（地学基礎）」は2科目まで選択可。
第3学年理系GLは「物理」「化学」「生物」の中から1科目また
は2科目を選択必修（ただし「物理」「生物」の組み合わせ不
可）。併せて1科目選択者に限り「研究
（生物基礎）」の選択も可。

保健体育

国語 第3学年理系GLは「論理国語」について1単位または2単位いず
れかを選択。

地理歴史 第2学年文系は「日本史探究」「世界史探究」のいずれ
かを選択必修。
第3学年の自由選択「地理探究」「倫理」「政治・経済」は1科
目まで選択可。理系GLのみ上記に替え「研究
（社会総合）」の選択可。
第3学年文系は「日本史探究」「世界史探究」のいずれかを選択
必修。
第3学年文系GLは「研究(日本史)」「研究(世界史」
「数学B」から1科目を選択必修。

公民

芝浦工業大学柏高等学校  教育課程表  （令和４・５年度入学生用）

第1学年 第2学年文系 第2学年理系 第3学年文系 第3学年理系
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学則変更条項新旧対照「FF0000新別表（第20条関係）000000」

SS現代の国語 2 2

言語文化 2 3

論理国語 4 2

文学国語 4

国語表現 4

古典探究 4 3 3

研究(現代文) ③

研究(古典) ③

地理総合 2 2

地理探究 3 ③ ③

歴史総合 2 2

日本史探究 3 (3)

世界史探究 3 (3)

研究(日本史) (5)

研究(世界史) (5)

公共 2 2

倫理 2 ③ ③

政治・経済 2 ③ ③

数学Ⅰ 3 3

数学Ⅱ 4 4

数学Ⅲ 3 (4)

SS数学Ａ 2 3

数学Ｂ 2 2

数学Ｃ 2 ③ (3)

研究(数学α) (5)

研究(数学β) ③

科学と人間生活 2

SS物理基礎 2 2

物理 4 (3) (3)

SS化学基礎 2 2

化学 4 (3) 3

SS生物基礎 2 2

生物 4 (3) (3)

地学基礎 2 (2)

地学 4

生物基礎研究 ①

理科基礎研究 ①

体育 7～8 2 2 3 3

保健 2 1 1

音楽Ⅰ 2 (2)

音楽Ⅱ 2

音楽Ⅲ 2

美術Ⅰ 2 (2)

美術Ⅱ 2

美術Ⅲ 2

工芸Ⅰ 2

工芸Ⅱ 2

工芸Ⅲ 2

書道Ⅰ 2 (2)

書道Ⅱ 2

書道Ⅲ 2

英語ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝⅠ 3 3

英語ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝⅡ 4 4

英語ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4

SSアカデミックライティングⅠ 2 2

論理・表現Ⅱ 2 2

論理・表現Ⅲ 2 2 2

家庭基礎 2 2

家庭総合 4

情報Ⅰ 2 1

情報Ⅱ 2

研究（情報）

理数探究基礎 1

理数探究 2～5

SSⅠ 2

SSⅡ 2

SSⅢ 1 1

SSアドバンスト <2>

3～6

3 1 1 1 1

90～97 34 33～34 24～34 24～34

＊①②③は自由選択（ただし、一部選択必修（備考に記載））、(2)(3)(4)(5)は必修選択、<2>はSSC所属生徒のみ必修

【附　則】

1

2

3 この学則の施行に関し必要な事項は、校長が別に定める。

この学則（改正）は、令和6年4月1日から施行する。

第20条に規定する別表については、令和6年度に第1学年に在籍する生徒に係る教育課程から適用し、同年度第2学年及び第3学年に在籍する生

徒並びに令和7年度第3学年に在籍する生徒に係る教育課程については、なお従前の例による。

保健
体育

芸術

英語

家庭

情報

理数
探究

SSC

②

②

総合的な探究の時間
ホームルーム活動

単位数合計

※「SS物理基礎」「SS化学基礎」「SS生物基礎」は「物理基礎」「化学基
礎」「生物基礎」の代替

２年次は「日本史探究」「世界史探究」「物理」「生物」のうちから1科目選
択必修

２年次は「化学」「地学基礎」のどちらか1科目を選択必修

３年次理系は「物理」「生物」のどちらか1科目を選択必修

３年次文系が「理科基礎研究」を受講する場合は「地学基礎」、「化学基礎」
のいずれかを選択

第1学年は「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」から1科目を選択必修

※「高1SSｱｶﾃﾞﾐｯｸﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ」は、「論理・表現Ⅰ」の代替

※「SSⅠ」は「総合的な探究の時間」1単位+「情報」Ⅰ1単位の代替

「情報Ⅱ」と「研究（情報）」は自由選択科目だが、いずれか片方しか取れな
い。

※「SSⅠ」は「総合的な探究の時間」1単位+「情報Ⅰ」1単位の代替

※「SSⅡ」、「SSⅢ」はそれぞれ「総合的な探究の時間」2単位、1単位の

代替

※「SSアドバンスト」はSSC（芝浦サイエンスクラス）に所属する生徒のみ

必修

国語

地理
歴史

公民

数学

理科

※「SS現代の国語」は「現代の国語」2単位の代替

３年次文系は「研究（現代文）」「地理探究」「倫理」「政治・経済」「数学
C」「研究（数学β）」のうち少なくとも1科目を選択必修

2

２年次は「日本史探究」「世界史探究」「物理」「生物」のうちから1科目選
択必修

３年次文系は「研究(日本史)」「研究(世界史)」のいずれか1科目を選択必修

３年次文系は「研究（現代文）」「地理探究」「倫理」「政治・経済」「数学
C」「研究（数学β）」のうち少なくとも1科目を選択必修

３年次文系は「研究（現代文）」「地理探究」「倫理」「政治・経済」「数学
C」「研究（数学β）」のうち少なくとも1科目を選択必修

※「SS数学A」は「数学A」の代替

３年次理系は「数学Ⅲ」、「数学C」のセットか「研究（数学α）」のいずれか
を選択必修

３年次文系は「研究（現代文）」「地理探究」「倫理」「政治・経済」「数学
C」「研究（数学β）」のうち少なくとも1科目を選択必修

芝浦工業大学柏高等学校　教育課程表　（令和６年度以降入学生用）

教科 科目
標準

単位数
高1 高3理系 備考高2 高3文系
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種
別

分
野

研
究
テ
ー
マ

種
別

分
野

研
究
テ
ー
マ

G
S
Ⅱ

1
物
理

落
下
の
衝
撃
吸
収
に
つ
い
て

S
S
Ⅰ

2
化
学

金
属
イ
オ
ン
の
抗
菌
効
果
お
よ
び
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
検
証
と
比
較

G
S
Ⅱ

1
物
理

一
人
コ
ー
ラ
ス
の
で
き
る
メ
ガ
ホ
ン

G
S
Ⅱ

3
生
物

ネ
ギ
が
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
対
し
て
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
実
証
の
試
み
と
菌
根
菌
に
つ
い
て
の
考
察

G
S
Ⅱ

1
物
理

水
に
浸
漬
し
た
木
材
の
一
軸
圧
縮
強
度
の
違
い

G
S
Ⅱ

3
生
物

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
の
記
憶
を
定
着
さ
せ
る
方
法

G
S
Ⅱ

1
物
理

蚊
の
飛
行
と
周
波
数
の
関
係
に
つ
い
て

G
S
Ⅱ

3
生
物

サ
ン
ス
ベ
リ
ア
を
育
て
る
最
適
環
境

G
S
Ⅱ

1
物
理

セ
ロ
ハ
ン
に
お
け
る
旋
光
と
色
の
関
係

S
S
Ⅱ

3
生
物

学
校
周
辺
の
水
辺
に
生
息
す
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
つ
い
て

G
S
Ⅱ

1
物
理

可
動
式
ウ
ィ
ン
グ
レ
ッ
ト
の
効
果
の
検
証

S
S
Ⅱ

3
生
物

魚
の
体
色
変
化

S
S
Ⅱ

1
物
理

音
力
発
電

S
S
Ⅱ

3
生
物

城
址
公
園
生
息
す
る
野
鳥
に
つ
い
て

S
S
Ⅱ

1
物
理

9
0
0
万
戸
の
空
き
家
ビ
ジ
ネ
ス

S
S
Ⅱ

3
生
物

千
葉
県
北
西
部
に
生
息
す
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

D
N

A
解
析

S
S
Ⅱ

1
物
理

物
体
内
部
の
状
態
に
よ
る
転
が
り
方
の
違
い

S
S
Ⅱ

3
生
物

ク
ロ
オ
オ
ア
リ
の
短
期
記
憶
能
力
に
つ
い
て
～
強
化
学
習
に
よ
ら
な
い
記
憶
能
力
～

S
S
Ⅰ

1
物
理

イ
オ
ン
エ
ン
ジ
ン
〜
大
気
圏
内
・
火
星
探
査
で
の
運
用
を
可
能
と
す
る
〜

S
S
Ⅱ

3
生
物

カ
ナ
ヘ
ビ
の
学
習

S
S
Ⅰ

1
物
理

レ
ー
ル
ガ
ン
の
電
源
・
熱
処
理
問
題
の
考
察

S
S
Ⅱ

3
生
物

光
の
色
に
よ
る
植
物
の
生
育
の
変
化

S
S
Ⅰ

1
物
理

地
震
災
害
に
対
応
で
き
る
家

S
S
Ⅰ

3
生
物

地
下
水
を
水
源
と
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
に
お
け
る
、
珪
藻
の
季
節
変
化

S
S
Ⅰ

1
物
理

空
間
に
お
け
る
超
音
波
の
定
在
波
の
形

S
S
Ⅰ

3
生
物

ミ
ド
リ
ム
シ
の
爆
速
培
養

S
S
Ⅰ

1
物
理

流
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
快
適
な
空
調
の
た
め
の
間
取
り

S
S
Ⅰ

3
生
物

環
境
の
違
い
に
よ
る
メ
ダ
カ
の
成
長
の
変
化

S
S
Ⅰ

1
物
理

摩
擦
係
数
の
規
則
性

S
S
Ⅰ

3
生
物

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
カ
ワ
ニ
ナ
の
分
子
系
統
樹
に
つ
い
て

S
S
Ⅰ

1
物
理

防
音
か
ら
見
る
都
市
内
屋
外
公
共
空
間
に
お
け
る
「
静
け
さ
」
の
創
出
方
法
に
つ
い
て

S
S
Ⅰ

3
生
物

ド
ク
ダ
ミ
の
組
織
培
養

S
S
Ⅰ

1
物
理

弓
道
に
お
け
る
矢
の
軌
道
の
最
適
解

S
S
Ⅰ

3
生
物

住
環
境
に
お
け
る
防
カ
ビ
効
果
の
確
認

S
S
Ⅰ

1
物
理

構
造
に
よ
る
家
の
耐
久
性

S
S
Ⅰ

3
生
物

イ
シ
ク
ラ
ゲ
バ
イ
オ
燃
料
化
計
画

S
S
Ⅰ

1
物
理

ス
ク
リ
ュ
ー
の
構
造

S
S
Ⅰ

3
生
物

異
種
の
植
物
に
お
け
る

st
ra

ig
h

te
n

in
g
の
有
無
か
ら
見
る
進
化

S
S
Ⅰ

1
物
理

音
力
発
電
の
構
造
、
材
質
比
較

S
S
Ⅰ

3
生
物

ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
生
育
環
境
に
お
け
る
夏
型
春
型
の
決
定

S
S
Ⅰ

1
物
理

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
〜
建
築
法
に
お
け
る
最
低
基
準
の
窓
の
大
き
さ
で
光
を
よ
り
多
く
取
り
込
む
に
は
〜

S
S
Ⅰ

3
生
物

R
o

ri
p

p
a
 a

q
u

a
ti

c
a
の
再
生
能
力
に
つ
い
て

S
S
Ⅰ

1
物
理

建
築
構
造
に
よ
る
熱
損
失
係
数
の
比
較

S
S
Ⅱ

4
地
学

"宇
宙
塵

"を
探
し
て

S
S
Ⅰ

1
物
理

身
近
な
素
材
か
ら
作
成
す
る
制
震
装
置

S
S
Ⅱ

4
地
学

川
の
水
位
変
化
が
織
り
な
す
ド
ラ
マ

S
S
Ⅰ

1
物
理

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
お
け
る
ナ
ノ
加
工
の
有
用
性
に
つ
い
て

S
S
Ⅰ

4
地
学

南
岸
低
気
圧
が
関
東
に
も
た
ら
す
影
響

S
S
Ⅰ

1
物
理

固
定
型
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
と
変
形
型
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
性
能
比
較

G
S
Ⅱ

5
数
学

極
限
方
程
式
と
図
形

G
S
Ⅱ

2
化
学

エ
ス
テ
ル
合
成
に
お
け
る
適
切
な
触
媒
酸
の
量

G
S
Ⅱ

5
数
学

有
限
体
上
の
階
乗
関
数

G
S
Ⅱ

2
化
学

紙
ス
ト
ロ
ー
の
品
質
改
善

S
S
Ⅱ

5
数
学

疫
学
は
感
染
拡
大
を
防
げ
る
の
か

G
S
Ⅱ

2
化
学

食
品
残
渣
を
用
い
た
ア
ン
モ
ニ
ア
吸
着
能
の
検
討

S
S
Ⅱ

5
数
学

コ
ラ
ッ
ツ
予
想
を
解
い
て
み
た

!

S
S
Ⅱ

2
化
学

ゲ
ル
法
に
よ
る
ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト
の
成
長
条
件
に
つ
い
て
の
研
究

S
S
Ⅰ

5
数
学

頂
点
ま
で
の
距
離
の
和
が
最
小
と
な
る
点

(フ
ェ
ル
マ
ー
点

)

S
S
Ⅱ

2
化
学

固
体
酸
を
用
い
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
効
率
化
と
酸
廃
棄
物
削
減

G
S
Ⅱ

6
情
報

個
人
を
特
定
す
る
日
本
語
名
の
筆
跡
認
証
モ
デ
ル
の
最
適
化

S
S
Ⅱ

2
化
学

墨
の
洗
浄
効
果
測
定
方
法

G
S
Ⅱ

6
情
報

遺
伝
的
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
効
率
的
な
パ
ラ
メ
ー
タ
に
つ
い
て

S
S
Ⅱ

2
化
学

ヨ
ウ
素
酸
化
滴
定
を
用
い
た
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
の
活
性
を
阻
害
す
る
条
件
の
発
見

S
S
Ⅱ

6
情
報

使
い
や
す
い
キ
ー
ボ
ー
ド
配
列
に
つ
い
て

S
S
Ⅱ

2
化
学

溶
媒
蒸
発
法
に
よ
る
ミ
ョ
ウ
バ
ン
結
晶
へ
の
不
純
物
取
り
込
み
機
構

S
S
Ⅱ

6
情
報

半
導
体
製
造
に
お
け
る
水
の
再
利
用

S
S
Ⅱ

2
化
学

髪
の
毛
の
ダ
メ
ー
ジ
の
原
因
に
つ
い
て

S
S
Ⅱ

6
情
報

日
常
の
色
使
い
ー
変
化
し
に
く
い
色
は
何
か
ー

S
S
Ⅰ

2
化
学

使
用
済
み
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
吸
収
や
吸
着
に
よ
る
二
次
利
用
の
模
索

S
S
Ⅰ

6
情
報

ど
の
よ
う
に
し
て
、

A
R
・

V
R
世
界
へ
の
触
覚
共
有
を
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

S
S
Ⅰ

2
化
学

災
害
時
に
お
け
る
空
気
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
電
池
の
実
用
化

S
S
Ⅰ

6
情
報

敵
対
的
生
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
マ
ル
ウ
ェ
ア
防
御

A
Iの
作
成

S
S
Ⅰ

2
化
学

環
境
負
荷
の
少
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
作
成
と
評
価

S
S
Ⅰ

6
情
報

初
心
者
用
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
作
成

S
S
Ⅰ

2
化
学

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
反
応
晶
析
法
に
よ
る
多
形
・
粒
径
制
御
の
検
討

S
S
Ⅰ

6
情
報

V
V

V
F
制
御
装
置
の
全
国
全
電
化
鉄
道
路
線
へ
の
導
入

S
S
Ⅰ

2
化
学

ゼ
オ
ラ
イ
ト
触
媒
の
特
性
を
活
か
し
た
化
学
・
位
置
選
択
的
ア
シ
ル
化
に
よ
る
ベ
タ
メ
ゾ
ン
プ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
類
の
高
効
率
・
環
境
低
負
荷
合
成

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

古
代
と
現
代
の
精
神
構
造
の
同
質
性
と
異
質
性
ー
上
代
日
本
語
「
と
よ
」
「
と
よ
む
」
を
手
が
か
り
に

S
S
Ⅰ

2
化
学

亜
酸
化
銅
太
陽
電
池
の
発
電
層
膜
質
向
上

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

探
究
学
習
に
つ
い
て
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種
別

分
野

研
究
テ
ー
マ

種
別

分
野

研
究
テ
ー
マ

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

法
医
学
者
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

日
雇
い
の
常
識
を
変
え
る
ア
プ
リ
の
作
成

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

E
V
の
完
全
普
及
は
本
当
に
世
界
の

C
O

2
総
排
出
量
削
減
に
貢
献
す
る
の
か

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

現
代
日
本
に
お
け
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
有
用
性
に
つ
い
て

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

芝
柏
に
お
け
る

D
M

M
英
会
話
へ
の
不
安
に
つ
い
て
の
実
態
調
査

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

宇
宙
法
の
草
案
作
成

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

少
子
高
齢
化
に
お
け
る
日
本
の
財
政
規
模
の
決
定

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

海
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

参
議
院
の
必
要
性

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

自
動
運
転
車
が
都
市
の
環
境
に
与
え
る
影
響

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

伝
統
的
工
芸
品
を
未
来
へ

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

公
共
図
書
館
に
お
け
る
公
共
デ
ザ
イ
ン
の
要
求

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

本
を
き
れ
い
に
並
べ
て
も
ら
う
た
め
の
ナ
ッ
ジ

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

交
通
の
進
歩
が
都
市
構
造
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

宇
宙
産
業

W
e
b
コ
ン

そ
の
他

動
作
解
析

5
.0

G
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
受
講
時
間
数
と
英
語
の
発
話
語
数
の
関
係

W
e
b
コ
ン

生
物

害
獣
っ
て
怪
獣
？

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

行
き
過
ぎ
た
多
様
性

W
e
b
コ
ン

中
学
社
会

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
い
じ
め

:S
N

S
の
影
と
解
決

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

絵
本
に
お
け
る
友
だ
ち
観

W
e
b
コ
ン

生
物

い
の
ち
を
繋
ぐ

:絶
滅
危
惧
種
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

T
C

G
通
史

W
e
b
コ
ン

そ
の
他

昆
虫
食
が
世
界
を
救
う

!?

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

裁
判
員
制
度
は
な
ぜ
国
民
に
浸
透
し
な
い
の
か
、
原
因
と
解
決
法

S
B

M
C

 J
u
n
io

r
情
報

教
育
現
場
で
の

IC
T
振
興
サ
ー
ビ
ス
〜
汎
用

W
e
b

&
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
へ
〜

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

食
生
活
と
文
化
の
違
い

S
B

M
C

 J
u
n
io

r
人
文
社
会

M
A

G
O

T
T

O
 ~
い
つ
も
一
緒
、
写
真
で
そ
ば
に

~

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

教
育
現
場
に
お
け
る
承
認
欲
求

恐
竜
研
究

自
然
科
学

恐
竜
の
羽
毛
が
も
た
ら
し
た
保
温
能
力
に
つ
い
て

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

乳
幼
児
期
に
受
け
る
外
的
影
響
に
よ
っ
て
伴
う
心
理
的
発
達
に
つ
い
て

恐
竜
研
究

自
然
科
学

恐
竜
の
色
彩
感
覚
に
つ
い
て

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

声
を
か
け
る
こ
と
に
よ
る
植
物
の
成
長
変
化

恐
竜
研
究

自
然
科
学

V
R
で
恐
竜
の
時
代
を
体
験

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

消
費
者
心
理
の
操
り
方

中
１
調
べ
る
学
習

化
学

薬
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

わ
か
り
や
す
い
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
要
素
に
つ
い
て

中
１
調
べ
る
学
習

生
物

ず
っ
コ
ケ
る
ほ
ど
す
ご
い
ぞ
！
コ
ケ
！

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

若
者
視
点
で
商
店
街
の
活
性
化
を
促
す
た
め
に
は

数
学
研
究
サ
ー
ク
ル

5
数
学

二
次
関
数
を
足
す
と

..
.?

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

日
常
に
隠
れ
て
い
る
人
種
差
別

中
学
自
由
研
究

中
学
社
会

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
に
政
治
利
用
さ
れ
て
き
た
の
か
～
幻
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
裏
側
～

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
比
較

中
学
自
由
研
究

中
学
理
科

ね
ぎ
の
辛
み
を
抑
え
る
研
究

 －
辛
み
を
数
値
化
す
る
－

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

映
像
作
品
か
ら
読
み
取
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
探
究

S
S
C
Ⅲ

そ
の
他

レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
る
た
め
に

S
S
Ⅲ

7
人
文
社
会

依
存
症
か
ら
の
脱
却

-対
人
依
存
症
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
は
？

S
S
C
Ⅲ

そ
の
他

古
民
家
の
現
代
的
活
用

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

水
球
普
及
に
関
す
る
研
究

S
S
C
Ⅲ

情
報

リ
ア
ル
タ
イ
ム

3
次
元
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
に
よ
る
発
作
の
発
症
の
検
知

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

過
疎
化
の
現
状
と
対
策

S
S
C
Ⅲ

情
報

リ
ア
ル
タ
イ
ム
３
次
元
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
に
よ
る
追
従
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

映
画
の
名
場
面
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
る
の
か

S
S
C
Ⅲ

そ
の
他

木
造
住
宅
の
ア
ー
チ
構
造
の
補
強
に
よ
る
耐
震
性

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

行
き
や
す
い
保
健
室

S
S
C
Ⅲ

情
報

ア
バ
タ
の
意
識
と
自
己
開
示

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

各
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
戦
略

S
S
C
Ⅲ

そ
の
他

水
上
ビ
レ
ッ
ジ
の
可
能
性
〜
循
環
型
社
会
を
支
え
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
〜

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

睡
眠
時
間
と
恐
怖
症
の
関
連
性
か
ら
得
ら
れ
る
献
血
や
ワ
ク
チ
ン
時
の
恐
怖
心
へ
の
応
用
期
待

S
S
C
Ⅲ

物
理

燃
焼
現
象
を
基
盤
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
挑
戦

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

日
本
の
小
学
校
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
取
り
入
れ
方
に
つ
い
て

S
S
C
Ⅲ

そ
の
他

傾
斜
天
板
の
学
習
机
を
教
育
現
場
に
導
入
す
る
こ
と
の
提
案

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

「
き
れ
い
」
の
表
記
ゆ
れ
に
つ
い
て

SS
CⅢ

そ
の
他

人
の
流
れ
の
仕
組
み

S
S
Ⅱ

7
人
文
社
会

生
き
詰
ま
っ
て
い
る
あ
な
た
へ
：
「
愛
」
と
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
へ
の
洞
察

ベ
ト
ナ
ム
共
同
研
究

そ
の
他

W
a
te

r 
P

o
ll

u
ti

o
n

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

本
当
に
「
や
さ
し
い
」
美
術
館
と
は

ベ
ト
ナ
ム
共
同
研
究

そ
の
他

A
ir

 P
o

ll
u

ti
o

n

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

逆
輸
入
版
『
源
氏
物
語
』

ベ
ト
ナ
ム
共
同
研
究

そ
の
他

G
lo

b
a
l 

W
a
rm

in
g

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

住
み
や
す
い
住
居
の
多
様
な
デ
ザ
イ
ン

ベ
ト
ナ
ム
共
同
研
究

そ
の
他

E
n

e
rg

y
 C

h
a
ll

e
n

g
e
s 

a
n

d
 S

o
lu

ti
o

n
s 

in
 V

ie
tn

a
m

 a
n

d
 J

a
p

a
n

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
に
つ
い
て

ベ
ト
ナ
ム
共
同
研
究

そ
の
他

w
a
st

e
 m

a
n

a
g
e
m

e
n

t

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

生
徒
の
主
体
性
を
育
む
数
学
教
育

ベ
ト
ナ
ム
共
同
研
究

そ
の
他

E
n

e
rg

y
 C

o
n

se
rv

a
ti

o
n

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

集
中
力
を
示
す
指
数
の
研
究

S
S
Ⅰ

7
人
文
社
会

古
代
エ
ジ
プ
ト
と
日
本
史
の
関
連
性
に
つ
い
て

発
表
テ
ー
マ
数

1
5

8
　
延
べ
発
表
者
数

3
2

9
人

30
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